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報告事項１（意見聴取） 

 

 

令和７年９月定例府議会提出予定の議案について 

 

 

令和７年９月定例府議会に提出予定の、特に教育に関する事務について定める議会の議

決を経るべき条例案について、次のとおり報告し、委員会に意見を求める。 

 

 

令和７年８月 26日 

 

 

〇条例案 

 １ 大阪府学校医等の公務災害補償に関する条例の一部を改正する条例 

 

 

＜参考＞ 

 〇今後の予定 

   ９月 11日以降 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 29条の規定に基づく

知事からの意見聴取 

   ９月 17日   意見聴取に対する回答期限 

   ９月 18日   ９月定例府議会本会議開会 

 

 

 〇地方教育行政の組織及び運営に関する法律 

  （教育委員会の意見聴取） 

   第 29条 地方公共団体の長は、歳入歳出予算のうち教育に関する事務に係る部分

その他特に教育に関する事務について定める議会の議決を経るべき事件の議案

を作成する場合においては、教育委員会の意見をきかなければならない。 
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〇条例案 

 

番号 

 

件     名 概          要 

１ 大阪府学校医等の公務

災害補償に関する条例

一部改正の件 

補償の範囲、金額及び支給方法等の規定について、公立学校の

学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務災害補償の基準を定め

る政令で定める基準によることとする等の改正を行う。 

施行予定期日：公布の日 

  

 

 



大 阪 府 条 例 第    号  

大 阪 府 学 校 医 等 の 公 務 災 害 補 償 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例     

 大 阪 府 学 校 医 等 の 公 務 災 害 補 償 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 二 年 大 阪 府 条 例 第 四 十

号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

 次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示

す よ う に 改 正 す る 。  

改 正 後  改 正 前  

  

（ 補 償 の 範 囲 、 金 額 及 び 支 給 方 法 等 ）  

第 三 条 補 償 の 範 囲 、 金 額 及 び 支 給 方 法 そ の 他 補

償 に 関 し 必 要 な 事 項 に つ い て は 、 こ の 条 例 に 定

め る も の の ほ か 、 公 立 学 校 の 学 校 医 、 学 校 歯 科

医 及 び 学 校 薬 剤 師 の 公 務 災 害 補 償 の 基 準 を 定

め る 政 令 （ 昭 和 三 十 二 年 政 令 第 二 百 八 十 三 号 ）

で 定 め る 基 準 に よ る 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ 報 告 、 出 頭 等 ）  

第 四 条 大 阪 府 教 育 委 員 会 は 、 補 償 の 実 施 又 は 審

査 の た め 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 補 償 を 受

け 、 若 し く は 受 け よ う と す る 者 又 は そ の 他 の 関

係 人 に 対 し て 報 告 を さ せ 、 文 書 そ の 他 の 物 件 を

提 出 さ せ 、 出 頭 を 命 じ 、 又 は 医 師 の 診 断 若 し く

は 検 案 を 受 け さ せ る こ と が で き る 。  
 
 

（ 補 償 基 礎 額 ）  

第 三 条 補 償 は 、 療 養 補 償 及 び 介 護 補 償 を 除 き 、

補 償 基 礎 額 を 基 礎 と し て 行 う 。  

２ 前 項 の 補 償 基 礎 額 は 、 負 傷 若 し く は 死 亡 の 原

因 で あ る 事 故 が 発 生 し た 日 又 は 診 断 に よ つ て

疾 病 の 発 生 が 確 定 し た 日 に お け る 当 該 学 校 医

等 の そ れ ぞ れ 医 師 、 歯 科 医 師 又 は 薬 剤 師 と し て

の 経 験 年 数 に 応 じ て 、 別 表 に 定 め る 額 に よ る 。 
３ 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 で 、 学 校 医

等 の 負 傷 若 し く は 死 亡 原 因 で あ る 事 故 が 発 生

し た 日 又 は 診 断 に よ つ て 疾 病 の 発 生 が 確 定 し

た 日 に お い て 、 他 の 生 計 の み ち が な く 主 と し て

学 校 医 等 の 扶 養 を 受 け て い た も の を 扶 養 親 族

と し 、 扶 養 親 族 の あ る 学 校 医 等 に つ い て は 、 前

項 の 規 定 に よ る 金 額 に 、 第 一 号 及 び 第 三 号 か ら

第 六 号 ま で の い ず れ か に 該 当 す る 扶 養 親 族 に

つ い て は 一 人 に つ き 二 百 十 七 円 を 、 第 二 号 に 該

当 す る 扶 養 親 族 に つ い て は 一 人 に つ き 三 百 三

十 四 円 を 、 そ れ ぞ れ 加 算 し て 得 た 額 を も つ て 補

償 基 礎 額 と す る 。  
 一 配 偶 者 （ 婚 姻 の 届 出 を し て い な い が 、 事 実

上 婚 姻 関 係 と 同 様 の 事 情 に あ る 者 を 含 む 。 ）  
 二  二 十 二 歳 に 達 す る 日 以 後 の 最 初 の 三 月 三

十 一 日 ま で の 間 に あ る 子  
 三  二 十 二 歳 に 達 す る 日 以 後 の 最 初 の 三 月 三

十 一 日 ま で の 間 に あ る 孫  
 四 六 十 歳 以 上 の 父 母 及 び 祖 父 母  
 五  二 十 二 歳 に 達 す る 日 以 後 の 最 初 の 三 月 三

十 一 日 ま で の 間 に あ る 弟 妹  
 六 身 体 又 は 精 神 に 著 し い 障 害 の あ る 者  

４  扶 養 親 族 た る 子 の う ち に 十 五 歳 に 達 す る 日

後 の 最 初 の 四 月 一 日 か ら 二 十 二 歳 に 達 す る 日

以 後 の 最 初 の 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 （ 以 下 「 特

定 期 間 」 と い う 。 ） に あ る 子 が い る 場 合 に お け

る 扶 養 加 算 額 は 、 前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 百

六 十 七 円 に 特 定 期 間 に あ る 当 該 扶 養 親 族 た る

子 の 数 を 乗 じ て 得 た 額 を 同 項 の 規 定 に よ る 額

に 加 算 し た 額 と す る 。  
 

（ 補 償 基 礎 額 の 限 度 額 ）  

第 四 条  休 業 補 償 を 支 給 す べ き 事 由 が 生 じ た 日

が 当 該 休 業 補 償 に 係 る 療 養 の 開 始 後 一 年 六 月

を 経 過 し た 日 以 後 の 日 で あ る 場 合 に お け る 休

業 補 償 （ 以 下 「 長 期 療 養 者 の 休 業 補 償 」 と い う 。 ）

に 係 る 前 条 の 規 定 に よ る 補 償 基 礎 額 が 、 長 期 療

養 者 の 休 業 補 償 を 受 け る べ き 学 校 医 等 の 休 業

補 償 を 支 給 す べ き 事 由 が 生 じ た 日 の 属 す る 年

度 （ 四 月 一 日 か ら 翌 年 三 月 三 十 一 日 ま で を い
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（ 一 時 差 止 め ）  

第 五 条 補 償 を 受 け る 権 利 を 有 す る 者 が 、 正 当 な

理 由 が な く て 、 前 条 の 規 定 に よ る 報 告 を せ ず 、

文 書 そ の 他 の 物 件 を 提 出 せ ず 、 出 頭 を せ ず 、 又

は 医 師 の 診 断 を 拒 ん だ と き は 、 大 阪 府 教 育 委 員

会 は 、 補 償 の 支 払 を 一 時 差 し 止 め る こ と が で き

る 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 六 条 （ 略 ）  
 
   附  則  
 
 こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 し 、 昭 和 四 十 二

年 十 二 月 一 日 か ら 適 用 す る 。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

う 。 以 下 同 じ 。 ） の 四 月 一 日 に お け る 年 齢 に 応

じ 公 立 学 校 の 学 校 医 、 学 校 歯 科 医 及 び 学 校 薬 剤

師 の 公 務 災 害 補 償 の 基 準 を 定 め る 政 令 （ 昭 和 三

十 二 年 政 令 第 二 百 八 十 三 号 。 以 下 「 政 令 」 と い

う 。 ） 第 一 条 の 二 第 一 項 の 規 定 に よ り 文 部 科 学

大 臣 が 最 低 限 度 額 と し て 定 め る 額 に 満 た な い

と き 又 は 最 高 限 度 額 と し て 定 め る 額 を 超 え る

と き は 、 前 条 の 規 定 に か か わ ら ず 、 そ れ ぞ れ そ

の 定 め る 額 を 長 期 療 養 者 の 休 業 補 償 に 係 る 補

償 基 礎 額 と す る 。  
 
 

第 五 条 傷 病 補 償 年 金 、 障 害 補 償 年 金 又 は 遺 族 補

償 年 金 （ 以 下 「 年 金 た る 補 償 」 と い う 。 ） に 係

る 第 三 条 の 規 定 に よ る 補 償 基 礎 額 が 、 年 金 た る

補 償 を 受 け る べ き 学 校 医 等 の 年 金 た る 補 償 を

支 給 す べ き 月 の 属 す る 年 度 の 四 月 一 日 （ 以 下

「 基 準 日 」 と い う 。 ） に お け る 年 齢 （ 遺 族 補 償

年 金 を 支 給 す べ き 場 合 に あ つ て は 、 学 校 医 等 の

死 亡 が な か つ た も の と し て 計 算 し た 場 合 に 得

ら れ る 当 該 学 校 医 等 の 基 準 日 に お け る 年 齢 ） に

応 じ 政 令 第 一 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ り 文 部

科 学 大 臣 が 最 低 限 度 額 と し て 定 め る 額 に 満 た

な い と き 又 は 最 高 限 度 額 と し て 定 め る 額 を 超

え る と き は 、 第 三 条 の 規 定 に か か わ ら ず 、 そ れ

ぞ れ そ の 定 め る 額 を 年 金 た る 補 償 に 係 る 補 償

基 礎 額 と す る 。  
 

（ 補 償 の 範 囲 、 金 額 、 支 給 方 法 等 ）  

第 六 条 補 償 の 範 囲 、 金 額 、 支 給 方 法 等 に つ い て

は 、 法 及 び こ の 条 例 に 特 別 の 規 定 が あ る 場 合 を

除 く ほ か 、 非 常 勤 職 員 の 災 害 補 償 に 関 す る 条 例

（ 昭 和 四 十 二 年 大 阪 府 条 例 第 三 十 九 号 ） 第 二 条

第 一 項 に 規 定 す る 職 員 の 公 務 上 の 災 害 に 対 す

る 補 償 の 範 囲 、 金 額 、 支 給 方 法 等 の 例 に よ る 。 
 

第 七 条 （ 略 ）  
 
   附  則  
 
 こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 し 、 昭 和 四 十 二

年 十 二 月 一 日 か ら 適 用 す る 。 
 

別 表 （ 第 三 条 関 係 ）  

医 師 、 歯

科 医 師 又

は 薬 剤 師

と し て の

経 験 年 数 

五 年 未

満 

五 年 以

上 一 〇

年 未 満 

一 〇 年

以 上 一

五 年 未

満 

一 五 年

以 上 二

〇 年 未

満 

二 〇 年

以 上 二

五 年 未

満 

二 五 年

以 上 

学 校 医 及

び 学 校 歯

科 医 の 補

償 基 礎 額 

円 

六 、

六 一 八 

円 

八 、

二 八 三 

円 

九 、 

七 九 五 

円 

一 〇 、

九 二 三 

円 

一 一 、

七 一 八 

円 

一 二 、

四 三 八 

学 校 薬 剤

師 の 補 償

基 礎 額 

五 、

五 六 八 

六 、

四 七 〇 

七 、

〇 三 八 

八 、

〇 九 三 

八 、

九 五 〇 

九 、

三 九 八 

 備 考  
  １ 医 師 、 歯 科 医 師 又 は 薬 剤 師 （ 以 下 「 医 師
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附  則  

（ 施 行 期 日 等 ）  

１  こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 し 、 改 正 後 の 大 阪 府 学 校 医 等 の 公 務 災 害 補 償

に 関 す る 条 例 （ 以 下 「 新 条 例 」 と い う 。 ） の 規 定 は 、 令 和 六 年 四 月 一 日 か ら 適 用

す る 。  

（ 適 用 区 分 ）  

２  新 条 例 の 規 定 は 、 令 和 六 年 四 月 一 日 以 後 に 支 給 す べ き 事 由 が 生 じ た 公 務 災 害

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

等 」 と い う 。 ） と し て の 経 験 年 数 は 、 医 師

等 の 免 許 を 取 得 し た 後 の も の と す る 。  
  ２ 次 の 各 号 に 掲 げ る 者 に つ い て は 、 当 該 各

号 に 定 め る 年 数 を 医 師 等 と し て の 経 験 年

数 に 加 え た 年 数 を 医 師 等 と し て の 経 験 年

数 と み な し て 、 こ の 表 を 適 用 す る 。  
   一  学 校 教 育 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 二 十

六 号 ） 若 し く は 旧 大 学 令 （ 大 正 七 年 勅 令

第 三 百 八 十 八 号 ） に よ る 大 学 又 は 旧 専 門

学 校 令 （ 明 治 三 十 六 年 勅 令 第 六 十 一 号 ）

に よ る 専 門 学 校 を 卒 業 し た （ 同 法 に よ る

専 門 職 大 学 の 前 期 課 程 を 修 了 し た 場 合

を 含 む 。 ） 後 実 地 修 練 を 経 た 者 一 年  
   二  学 校 教 育 法 に よ る 大 学 院 に お い て 博

士 の 学 位 の 授 与 を 受 け る に 必 要 な 能 力

を 与 え る た め の 課 程 を 修 了 し た 者  四

年 
   三  旧 大 学 令 に よ る 大 学 院 又 は 研 究 科 の

第 二 期 若 し く は 後 期 の 課 程 を 修 了 し た

者 五 年  
   四  旧 大 学 令 に よ る 大 学 院 又 は 研 究 科 の

前 期 の 課 程 を 修 了 し た 者  三 年  
   五  旧 大 学 令 に よ る 大 学 院 又 は 研 究 科 の

第 一 期 の 課 程 を 修 了 し た 者  二 年  
  ３ 次 の 各 号 に 掲 げ る 者 に つ い て は 、 当 該 各

号 に 定 め る 年 数 を 医 師 等 と し て の 経 験 年

数 か ら 減 じ た 年 数 を 医 師 等 と し て の 経 験

年 数 と み な し て 、 こ の 表 を 適 用 す る 。  
   一  旧 専 門 学 校 令 に よ る 専 門 学 校 で 修 業

年 限 が 五 年 の も の を 卒 業 し た 者 二 年  
   二  旧 専 門 学 校 令 に よ る 専 門 学 校 で 修 業

年 限 が 四 年 の も の を 卒 業 し た 者  医 師

及 び 歯 科 医 師 に あ つ て は 三 年 、 薬 剤 師 に

あ つ て は 一 年  
   三  旧 専 門 学 校 令 に よ る 専 門 学 校 で 修 業

年 限 が 三 年 の も の を 卒 業 し た 者  歯 科

医 師 に あ つ て は 四 年 、 薬 剤 師 に あ つ て は

二 年  
  ４  備 考 ２ の 各 号 及 び 備 考 ３ の 各 号 の い ず

れ に も 該 当 し な い 者 に つ い て は 、 文 部 科 学

大 臣 の 定 め る と こ ろ に よ り 、 備 考 ２ 及 び 備

考 ３ の 規 定 に よ る 取 扱 い に 準 じ て 医 師 等

と し て の 経 験 年 数 を 加 減 す る 。 た だ し 、 旧

大 学 令 に よ る 大 学 を 卒 業 し た 後 実 地 修 練

を 経 な か つ た 者 及 び こ れ と 同 程 度 の 者 と

し て 文 部 科 学 大 臣 が 指 定 す る 者 に つ い て

は 、 こ の 限 り で な い 。  
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補 償 並 び に 同 日 前 に 支 給 す べ き 事 由 が 生 じ た 傷 病 補 償 年 金 、 障 害 補 償 年 金 及 び

遺 族 補 償 年 金 で 同 日 以 後 の 期 間 に つ い て 支 給 す べ き も の に つ い て 適 用 し 、 そ の

他 の 公 務 災 害 補 償 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。  
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